
「  美しい日本語」 金田一晴彦 著より 







保
証
人 

使
用
人 

す
る
人 

さ
れ
る
人 

雇
用
者 

雇
用
人 

虎
狩
り 

鷹
狩
り 

 

鷹
を
使
っ
て
狩
る 

湯
飲
み 
 

茶
碗 

酒
飲
み 

 

酒
を
飲
ん
で
い
る
人 





次の英文の訳し方で、一番いいのはどれだろうか？ 

Sunshine on my shoulder makes me happy. 答
え 

 
１ 
私
の
肩
の
上
の
日
差
し
が
私
を
幸
せ
に
さ
せ
る
。  

 
   

２ 
肩
の
上
に
日
が
あ
た
っ
て
私
は
幸
せ
だ
。 

   

３ 

背
中
に
太
陽
が
あ
た
っ
て
私
は
気
持
ち
が
い
い
。  

主語 目的語 日
本
語
の
主
語
に
な
り
易
い
順
番 

 
 

私 
→

 

あ
な
た 

→
 

生
き
物 

→
 

も
の
、
こ
と 

 

こ
の
本
は
私
に
よ
っ
て
書
か
れ
た 

 

私
が
こ
の
本
を
書
い
た 

 

私
は
妻
を
持
っ
て
い
る 

 

私
に
は
妻
が
あ
る 

主
語 





相
手
に
説
明
す
る
コ
ツ 

 

１ 

相
手
の
知
識
を
な
る
べ
く
活
用
す
る
こ
と 

 

２ 

相
手
の
知
っ
て
い
る
他
の
も
の
に
む
す
び
つ
け
る 

こ
と 

 

３ 

相
手
の
し
ら
な
い
も
の
は
言
っ
て
も
ゴ
タ
ゴ
タ
す
る 

 

４ 

目
に
み
え
る
よ
う
に
話
す
こ
と 

 

５ 

あ
ま
り
多
く
一
度
に
行
っ
て
も
ム
ダ
で
あ
る
こ
と 

 

６ 

第
一
印
象
と
い
う
も
の
を
重
ん
じ
る
こ
と 







相
手
に
知
ら
せ
る
順
番 

 

・ 

時
間
の
順
番 

 

・ 

重
要
な
こ
と
を
先
に 

  

例 

１ 

い
つ
、
ど
こ
が
火
事
で
何
軒
焼
け
た
（結
果
） 

 
 

 
 

 
 

 
  

２ 

水
の
便
が
悪
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
に
大
き
く 

 
 

 
 

 
 

な
っ
た
（経
過
）  

 
 

 
 

 

 
 

 
  

３ 

原
因
は
漏
電
ら
し
い
（原
因
）  

 
 

 



人
に
誤
解
を
与
え
る
言
葉 

川
の
「右
岸
」「左
岸
」は
ど
ち
ら
か
ら
見
て
？ 

１ 

川
下
を
見
て 

２ 

川
上
を
見
て 

右
岸 

左
岸 

ご
家
族
は
何
人
で
す
か
？ 

世
帯
主
の
場
合 

 

自
分
を
外
し
て
答
え
る 

世
帯
主
以
外 

 
 

自
分
を
含
め
て
答
え
る 





×
 























成
長
過
程
に
よ
り
呼
び
名
が
違
う 

ヨ
モ
ギ
の
若
い
の
を
モ
チ
グ
サ 

 
 

 

ツ
ク
シ
の
後
か
ら
出
る
ス
ギ
ナ 

ヤ
マ
イ
モ
の
葉
の
わ
き
に
出
る
ム
カ
ゴ 

松
の
実
を
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ 

ス
ス
キ
の
花
を
オ
バ
ナ 

屋
根
に
葺
く
材
料
を
カ
ヤ 

 

桜
は
見
る
季
節
・見
る
時
間
に
よ
り 

 
 

 
 

ワ
カ
ザ
ク
ラ
、
オ
ソ
ザ
ク
ラ
、
ユ
ザ
ク
ラ
、 

 
 

 
 

ヨ
ザ
ク
ラ
、
ウ
バ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ザ
ク
ラ 



「桔
梗
」の
別
名 

ア
リ
ノ
ヒ
フ
キ 

ツ
メ
ク
サ 

爪
草 

詰
め
草 

葉が鷹の爪の形 

昔、乾燥させて 
荷物の隙間に詰めた 

蟻
を
桔
梗
の
花
で
で
ひ
っ
ぱ
た
た
く

と
蟻
酸
で
青
紫
の
花
が
ピ
ン
ク
に
変

わ
る 



リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
オ
ト
ヒ
メ
ノ
モ
ト
ユ
イ
ノ
キ
リ
ハ
ズ
シ 

竜
宮
の
乙
姫
の
元
結
の
切
り
は
ず
し 

アマモ 
イ 

長い名前 

短い名前 



ヤ
ブ
レ
ガ
サ 

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ 

ミ
ミ
ナ
グ
サ 

ネ
コ
ノ
ミ
ミ 

葉がネズミの耳に似ている 

実はネコの耳に似ている 

半分化粧しているように 

和傘が破れている 



ザ
ゼ
ン
ソ
ウ 

（達
磨
草
） 

発熱して雪を溶かして出てくる 

あまりに臭いので英語では
「Skunk Cabbage（臭いキャベツ）」
と呼ばれている 

ベ
コ
ノ
シ
タ 

ヘ
ビ
ノ
マ
ク
ラ 

水
芭
蕉 



サ
ル
ス
ベ
リ 

オ
ニ
シ
バ
リ 

キ
ジ
カ
ク
シ 

ナ
ナ
カ
マ
ド 

サ
ギ
ノ
シ
リ
サ
シ 

何回かまどに入れても 
燃え難い木 

鷺のお尻を刺すほどに 
先が尖っている 

猿でも滑るほどツルツル 

樹皮が強靭 

細かい葉を密に茂らせることから 





① ② ③ 

⑧ ⑦ 

⑥ ⑤ ④ 

⑨ 

鯛の骨を探そう 













心を伝える言葉の力を再発見しましょう 
 


